
第3回

施設の垣根を越えて
みんなで進めよう臨床試験

開催日：２０２６年１0月１２日（月・祝）

開催場所：聖路加国際病院 旧館５階 研修室A
参加資格：臨床試験の実施や患者さんの紹介などで困った経験のある医療従事者

定員 時間 料金

50名 9:00‐16:00         無料

◼ 1施設から2～3名での参加を推奨していますが、1名からでもご参加頂けます。
◼ 応募者が定員に達した場合は、締め切りを早める場合がございます。
◼ 遠方からご参加の方には、交通費を一部サポートさせて頂ける可能性が

ありますので、以下のアドレスにお問い合わせください

応募締切
2026年8月31日

概要：臨床試験について患者さんやご家族から質問を受けたとき、困った経験はありませんか？
このワークショップでは、「臨床試験とは何か」「一般的にどのような方が対象となるのか」
「臨床試験をどのように探すのか」といった実践的な知識を分かりやすく学んで頂けます。また、
学んだ内容を生かせるよう模擬患者さんを相手に医師役や看護師役として説明を行うロールプレ
イセッションもご用意しています。臨床試験に関する知識や経験は問いません。医師、看護師、
薬剤師、CRC、ソーシャルワーカーなど、がん診療に関わるさまざまな職種の方にご参加いただ
けます。ぜひ、ご参加ください！

主催：国立がん研究センター中央病院 お問い合わせ：yuhibin@ncc.go.jp
HP URL：https://www.ncc.go.jp/jp/information/event/2026/1012/index.html

共催：厚生労働科学研究費研究【希少がんにおける診療・情報提供・相談支援ネットワークの成果検証と高度化に関する研究】

臨床試験のエキスパートである

国立がん研究センター中央病院職員による、

実践的なレクチャーとインターラクティブな

ロールプレイセッションが盛り込まれた充実したプログラムです。

今年度は、聖路加国際病院で開催します。

患者さんへ自信を持って臨床試験の情報を届けられるよう、

一緒に学んでみませんか？

応募はコチラ

mailto:yuhibin@ncc.go.jp


15:00-15:30

第３回 施設の垣根を越えてみんなで進めよう臨床試験

タイムテーブル

時間 内容

9：00-9:30 開会のご挨拶 & アイスブレイキングアクティビティ

9:30-10:30
Seminar 1 【臨床試験の種類・適格性について】

講師：国立がん研究センター中央病院先端医療科 医員佐藤潤

10:40-11:10

Seminar 2 【希少がん、小児がんの臨床試験・治験のTips】

講師：国立がん研究センター中央病院 腫瘍内科医長 下井辰徳
講師：国立がん研究センター中央病院 小児腫瘍科科長 荒川歩

11:15-11：45
Seminar 3 【がん相談支援センターの役割と情報検索の方法】

講師：国立がん研究センター中央病院 相談支援センター松永直子

11:45-13:00 ランチタイム（お弁当をご用意しております）

13:00-14:20
Group work 1
【臨床試験説明 ロールプレイ】

14:30-15:45
Group work 2 【より良い病院間の連携を目指して】

ファシリテーター：聖路加国際病院腫瘍内科 医員 日比野幸子

15:45-16:00 閉会のご挨拶

【会場案内】 聖路加国際病院 旧館5階 研修室A

※ 内容は一部変更になる可能性があります。最新情報は表面に記載したWebsiteでご確認ください

● バス：東15番－東京駅八重州口 深川車庫行 聖路加病院前下車

● 地下鉄：東京メトロ日比谷線築地駅下車（3、4番出口）、徒歩7分
 東京メトロ有楽町線新富町駅下車（6番出口）、徒歩8分
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